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じ
め
に

　

柳
田
國
男
旧
蔵
考
古
遺
物
は
、
筆
者
が
柳
田
國
男
の
長
男
の
柳
田
為
正
よ
り
、

一
九
八
九
年
六
月
一
八
日
と
同
年
九
月
一
八
日
に
頂
い
た
も
の
で
あ
る
。
遺
物
は
サ

ハ
リ
ン
の
ソ
ロ
イ
ヨ
フ
カ
、
福
島
の
高
館
故
趾
、
長
野
県
下
伊
那
下
川
路
、
等
や
出

土
地
不
明
の
も
の
な
ど
、
小
石
や
貝
化
石
も
含
め
て
総
数
六
六
点
ほ
ど
で
、
注
記
や

メ
モ
な
ど
に
よ
っ
て
、主
に
明
治
三
八
年
前
後
の
頃
に
本
人
が
各
地
で
採
集
し
た
か
、

譲
り
受
け
る
か
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

　

柳
田
民
俗
学
と
し
て
著
名
な
柳
田
國
男
は
、
考
古
学
に
対
し
て
冷
や
や
か
な
態
度

で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
柳
田
や
研

究
者
の
文
章
を
散
見
す
る
。
し
か
し
初
期
に
お
い
て
、
柳
田
國
男
が
こ
の
よ
う
な
考

古
遺
物
を
保
持
し
て
お
り
、
そ
れ
が
残
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
興
味
深
く
、
何
と

か
こ
の
遺
物
を
基
に
、
柳
田
國
男
と
考
古
学
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
、
折

に
ふ
れ
て
関
連
資
料
を
集
め
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
残
念
な
こ
と
に
、
こ
れ
ら
の
遺
物
を
筆
者
に
寄
贈
し
て
く
だ
さ
っ
た
柳

資
料
紹
介

柳
田
國
男
旧
蔵
考
古
遺
物
入
手
の
い
き
さ
つ
と
関
連
資
料
に
つ
い
て

田
為
正
が
平
成
一
四
（
二
〇
〇
二
）
年
五
月
二
八
日
に
亡
く
な
っ
た
。
ま
た
日
頃
ご

教
示
を
い
た
だ
い
て
い
た
平
井
尚
志
も
同
年
に
亡
く
な
っ
た
。

　

そ
の
後
も
こ
れ
ら
の
遺
物
に
は
手
を
付
け
ら
れ
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
が
、
平
成

一
五
（
二
〇
〇
三
）
年
に
な
っ
て
、
以
前
こ
れ
ら
の
遺
物
に
関
心
を
持
っ
て
下
さ
っ

た
菊
池
誠
一
氏
（
現
：
昭
和
女
子
大
学
）
に
お
会
い
し
た
際
に
、
こ
れ
ら
の
遺
物
の

事
を
気
に
か
け
て
お
ら
れ
た
。
ま
た
、
日
本
大
学
の
百
年
記
念
館
で
サ
ハ
リ
ン
の
遺

物
の
展
示
が
行
わ
れ
て
い
る
の
を
見
て
、
柳
田
國
男
の
遺
物
の
中
に
サ
ハ
リ
ン
の
遺

物
が
あ
る
こ
と
を
思
い
出
し
、
私
の
中
で
急
い
で
こ
れ
ら
の
遺
物
を
な
ん
と
か
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
設

楽
博
己
先
生
に
お
会
い
し
た
機
会
に
、柳
田
國
男
旧
蔵
考
古
遺
物
の
こ
と
を
相
談
し
、

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
寄
贈
し
よ
う
と
決
心
し
、
菊
池
誠
一
氏
の
助
言
も
あ
り
、

柳
田
國
男
が
所
蔵
し
て
い
た
遺
物
を
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
寄
贈
し
、
今
回
、
柳

田
國
男
旧
蔵
考
古
遺
物
の
入
手
の
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
ま
と
め
た
。
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❶
柳
田
國
男
旧
蔵
考
古
遺
物
入
手
の
経
緯 

　

柳
田
國
男
の
著
作
に
次
の
よ
う
な
文
章
が
あ
る
。「
庭
に
来
年
の
花
の
木
を
植
え

よ
う
と
し
て
、
土
を
掘
り
か
え
し
て
み
る
と
い
ろ
い
ろ
の
土
器
の
破
片
が
出
て
く
る

（
後
略
）」。
昭
和
五
年
五
月
の
成
城
学
園
時
報
に
発
表
さ
れ
、
後
に
水
曜
手
帖
と
し

て
ま
と
め
ら
れ
、
昭
和
三
八
年
七
月
に
定
本
柳
田
國
男
集
第
三
巻
に
始
め
て
収
録
さ

れ
た
、「
旅
と
故
郷
」〔
文
庫
版
全
集
第
三
巻
解
題
五
九
八
頁
〕
と
題
す
る
短
い
文
章
の

冒
頭
部
分
で
あ
る
。

　

筆
者
は
東
京
都
世
田
谷
区
に
在
住
し
、
地
元
の
郷
土
誌
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
た

め
、
こ
の
文
章
を
読
ん
だ
時
に
、
こ
の
文
章
に
出
て
く
る
庭
は
、
一
般
的
な
こ
と
を

言
っ
て
い
る
の
か
、
当
時
柳
田
國
男
が
住
ん
で
い
た
自
宅
の
庭
の
こ
と
を
言
っ
て
い

る
の
か
疑
問
を
抱
い
た
（
写
真
1
）。
当
時
、
柳
田
國
男
が
住
ん
で
い
た
現
在
の
世

田
谷
区
成
城
の
住
ま
い
の
場
所
は
、
世
田
谷
区
の
遺
跡
地
図
に
も
登
録
さ
れ
て
お
ら

ず
、
地
形
的
に
も
遺
跡
の
あ
り
そ
う
な
場
所
で
は
な
い
も
の
の
、
も
し
か
し
た
ら
こ

こ
に
遺
跡
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
疑
問
を
抱
い
た
ま
ま
で
い
た
と
こ
ろ
、
柳
田
國

男
の
長
男
、
柳
田
為
正
が
偶
々
私
の
店
に
寄
っ
て
下
さ
り
、
面
識
を
も
つ
こ
と
が
で

き
た
。

　

そ
の
後
、
折
に
ふ
れ
て
柳
田
為
正
か
ら
色
々
ご
教
示
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
、
上

記
の
柳
田
國
男
の
「
旅
と
故
郷
」
の
文
章
に
つ
い
て
も
尋
ね
た
と
こ
ろ
、柳
田
國
男
・

柳
田
為
正
の
自
宅
の
庭
で
出
た
も
の
で
は
な
い
が
、
為
正
の
自
宅
の
床
下
に
土
器
が

保
管
し
て
あ
り
、
近
々
家
を
取
り
壊
す
の
で
、
そ
の
と
き
出
て
き
た
ら
下
さ
る
と
の

事
だ
っ
た
。

　

一
九
八
九
年
六
月
一
八
日
、
為
正
よ
り
床
下
か
ら
土
器
が
出
て
き
た
か
ら
取
り
に

来
る
よ
う
に
と
電
話
連
絡
を
い
た
だ
い
た
。
遺
物
は
為
正
の
住
居
内
の
床
下
収
蔵
庫

に
長
い
年
月
収
蔵
さ
れ
た
ま
ま
だ
っ
た
よ
う
だ
が
、
う
か
が
っ
た
際
に
は
写
真
2
・

写
真
3
の
よ
う
に
取
り
出
さ
れ
た
状
態
だ
っ
た
。

　

為
正
と
筆
者
と
で
ざ
っ
と
目
を
通
し
た
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん
ど
が
為
正
の
少
年
時
代

の
採
集
品
で
あ
っ
た
が
、
一
部
墨
書
き
等
で
注
記
の
あ
る
物
は
、
柳
田
國
男
の
字
だ

と
為
正
が
言
っ
て
い
た
。
為
正
自
身
も
柳
田
國
男
の
遺
物
が
出
て
く
る
と
は
思
っ
て

お
ら
ず
、
驚
い
て
い
た
よ
う
だ
っ
た
。

　

こ
の
と
き
に
見
つ
か
っ
た
考
古
遺
物
は
、
柳
田
國
男
旧
蔵
品
と
思
わ
れ
る
遺
物
を

含
め
て
す
べ
て
為
正
か
ら
筆
者
に
分
け
て
頂
い
た
。
分
け
て
頂
い
た
遺
物
は
、
建
物

北
東
の
角
の
床
下
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
囲
ま
れ
た
半
地
下
に
、
段
ボ
ー
ル
箱
等
五
箱

に
入
れ
て
あ
り
、
他
に
板
碑
三
基
が
あ
っ
た
。
段
ボ
ー
ル
は
比
較
的
最
近
の
各
種
の

空
き
箱
を
利
用
し
て
お
り
、
そ
の
中
に
更
に
小
さ
な
箱
が
い
く
種
か
入
っ
て
い
た
。

板
碑
に
つ
い
て
は
、
為
正
が
昭
和
三
年
頃
、
現
在
の
成
城
四
丁
目
の
国
分
寺
崖
線
上

の
ど
こ
か
で
採
集
し
た
も
の
ら
し
い
が
、
特
定
は
で
き
な
い
。『
世
田
谷
区
資
料
第

八
集
考
古
編
』
に
よ
る
と
成
城
四
丁
目
の
某
家
に
板
碑
が
あ
り
、
や
や
離
れ
た
成
城

三
丁
目
の
中
神
明
遺
跡
で
は
な
い
か
と
の
記
載
が
あ
る
。
為
正
の
採
集
品
も
成
城
三

丁
目
で
採
集
さ
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

以
下
に
五
つ
の
箱
（
Ａ
〜
Ｅ
）
の
概
要
を
記
述
す
る
。

（
一
）
Ａ
の
箱　

三
四
×
二
七
×
一
〇
㎝
の
赤
い
箱

　

こ
の
箱
に
は
蓋
は
な
く
、文
字
も
模
様
も
な
か
っ
た
。
こ
の
中
に
は
、名
刺
箱
（
写

真
4
、
写
真
5
）、
東
京
日
々
新
聞
に
包
ま
れ
た
石
器
四
点
（
写
真
6
、
写
真
7
）、

御
霊
文
楽
座
の
番
付
？
に
包
ま
れ
た
磨
製
石
斧
（
写
真
8
）、
時
期
不
明
の
古
新
聞

に
包
ま
れ
た
磨
製
石
斧
と
土
器
片（
写
真
9
）、ラ
ベ
ル
が
貼
ら
れ
た
石
器
一
〇
点（
写

真
10
・
11
）、そ
の
他
の
石
器
や
土
器
片
一
九
点
（
写
真
12
・
13
）
が
あ
っ
た
。
以
下
に
、

名
刺
・
石
器
・
土
器
に
つ
い
て
気
が
つ
い
た
点
を
記
す
。

①
名
刺
箱

　

出
土
地
不
明
の
石
器
や
化
石
が
入
っ
て
い
た
。

②
明
治
三
九
年
九
月
二
四
日
の
東
京
日
々
新
聞
に
包
ま
れ
た
石
器
四
点
（
写
真
6
、

写
真
7
）。
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［柳田國男旧蔵考古遺物入手のいきさつと関連資料について］……簑原泰彦

　

柳
田
國
男
は
明
治
三
九
年
八
月
一
二
日
〜
か
ら
一
〇
月
二
〇
日
の
間
、
東
北
・
北

海
道
旅
行
を
し
て
お
り
、
こ
の
時
の
物
だ
ろ
う
か
。
出
土
地
は
不
明
で
あ
る
。

③
御
霊
文
楽
座
の
番
付
？
に
包
ま
れ
た
磨
製
石
斧
（
写
真
8
）。

　

明
治
四
二
年
一
〇
月
三
〇
日
印
刷
一
一
月
一
日
発
行
の
番
付
に
包
ま
れ
て
い
た
石

器
で
あ
る
。

④
時
期
不
明
の
古
新
聞
に
包
ま
れ
た
磨
製
石
斧
と
土
器
片
（
写
真
9
）。

⑤
注
記
の
あ
る
ラ
ベ
ル
の
貼
ら
れ
た
石
器
一
〇
点
（
写
真
10
、
写
真
11
）。

　

こ
の
注
記
が
も
う
読
め
な
く
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
が
、
ソ
ロ
イ
ヨ
フ
カ
、
信

下
伊
那
下
川
路
字
今
村
﹇
□
﹈
原
山
上
柳
（
？
）
と
読
め
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
に
石
器
や
土
器
片
一
九
点
（
写
真
12
、
写
真
13
） 

が
あ
っ
た
。
な
お
、
写

真
10
、
写
真
11
、
写
真
13
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
分
け
に
は
意
味
は
な
い
。 

　（
二
）
Ｂ
の
箱　

三
一
×
四
一
×
三
〇
㎝
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
テ
レ
ビ
の
段
ボ
ー
ル
箱

　

Ｂ
の
箱
に
は
四
分
の
一
程
に
さ
ま
ざ
ま
な
物
が
入
っ
て
い
た
。
石
製
勾
玉
、
前
山

と
墨
で
注
記
さ
れ
た
磨
製
石
斧
、
黒
曜
石
製
ポ
イ
ン
ト
、
注
口
土
器
の
注
口
部
、
上

田
国
分
寺
と
墨
で
注
記
の
あ
る
布
目
瓦
片
、
神
代
村
入
間
と
注
記
の
あ
る
剥
が
れ
落

ち
た
ラ
ベ
ル
等
で
あ
る
。
こ
の
中
の
物
は
、
為
正
が
成
城
の
西
隣
の
調
布
市
入
間
町

の
現
在
の
城
山
遺
跡
付
近
で
採
集
し
た
遺
物
に
、
柳
田
國
男
の
遺
物
が
混
入
し
て
い

る
よ
う
に
思
え
る
。
選
り
だ
し
た
遺
物
が
柳
田
國
男
の
旧
蔵
品
と
断
定
す
る
に
は
根

拠
の
弱
い
物
も
あ
り
、
ま
だ
残
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

（
三
）
Ｃ
の
箱

　

三
二
×
三
五
×
四
．五
㎝
（
C1
）
の
中
に
八
点
と
、
一
六
×
三
〇
×
四
．五
㎝
の
箱

（
C2
）
中
に
一
二
点
、
計
二
〇
点
の
遺
物
が
入
っ
て
い
た
。
八
点
の
う
ち
一
点
は
布

目
瓦
片
で
、
半
欠
の
ヘ
ラ
描
き
？
の
文
字
が
残
っ
て
い
る
（
図
1
）。

　

他
に
弥
生
土
器
か
と
思
わ
れ
る
土
器
片
が
一
片
あ
り
、
内
外
面
に
線
刻
画
？
が
描

か
れ
て
い
た
（
図
2
）。

図 1　布目瓦片

　

箱
C1
の
八
点
の
う
ち
、
一
片
だ
け
出
土
地
の
分
か
る
ラ
ベ
ル
が
残
っ
て
お
り
、
こ

れ
に
は
、「
千
歳
村
向
台
（
中
略
）
中
江
氏
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

現
在
の
成
城
九
丁
目
の
西
台
遺
跡
に
あ
た
る
よ
う
で
あ
る
。
他
の
遺
物
は
現
在
の
西

台
遺
跡
で
は
採
集
で
き
な
い
よ
う
な
遺
物
で
あ
り
、
為
正
が
採
集
し
た
各
地
の
遺
物

図 2　弥生土器？かと思われる土器片
 （共同研究会の際に縄文時代晩期と指摘があった。著者註）

に
柳
田
國
男
旧
蔵
の
遺
物
が
混
在
し
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

箱
C2
の
一
二
点
に
は
、
単
な
る
石
一

点
、
凡
字
形
石
器
三
点
、
縄
文
土
器
片

六
点
、
弥
生
土
器
片
一
点
、
完
形
カ
ワ

ラ
ケ
一
点
が
あ
っ
た
。
カ
ワ
ラ
ケ
を
除

い
て
、
す
べ
て
出
土
地
不
明
だ
が
、
は

が
れ
落
ち
た
ラ
ベ
ル
に
は
、「
昭
和
三

年
四
月
二
日
（
東
字
？
）
砧
村
喜
多
見

高
台
登
戸
に
面
す
る
」
と
書
か
れ
て
い

た
。
こ
の
ラ
ベ
ル
の
注
記
に
該
当
す
る

場
所
は
、
現
在
の
成
城
一
・
三
・
四
丁
目

の
国
分
寺
崖
線
に
沿
っ
た
所
だ
と
思
わ
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れ
る
。
特
に
四
丁
目
の
上
神
明
（
か
み
の
し
ん
め
い
）
遺
跡
は
、
凡
字
型
石
器
の
出

土
例
が
多
い
た
め
、
柳
田
為
正
が
上
神
明
遺
跡
で
採
集
し
た
も
の
が
中
心
に
な
っ
て

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
登
戸
に
面
す
る
と
い
う
点
で
は
、
成
城
三
丁
目
か
ら
一
丁

目
に
か
け
て
の
場
所
の
ほ
う
が
ふ
さ
わ
し
い
か
も
し
れ
な
い
。完
形
の
カ
ワ
ラ
ケ
は
、

柳
田
為
正
が
ま
だ
新
宿
の
家
に
住
ん
で
い
た
頃
、
当
時
の
自
宅
の
近
く
で
採
集
し
た

も
の
と
本
人
か
ら
伺
っ
た
。

　

な
お
歴
博
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
は
、C2
の
箱
に
入
っ
て
い
た
カ
ワ
ラ
ケ
に
つ
い
て
、

筆
者
が
新
宿
の
元
の
柳
田
家
の
庭
か
ら
出
土
し
た
と
考
え
て
い
る
と
書
か
れ
て
い
る

が
こ
れ
は
誤
解
で
あ
る
。
柳
田
為
正
か
ら
伺
っ
た
話
で
は
、
元
の
柳
田
家
の
近
く
か

ら
為
正
が
採
集
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

（
四
）
Ｄ
の
箱

 　

四
〇
．五
×
三
三
．五
×
一
七
．五
㎝
の
箱
い
っ
ぱ
い
に
土
器
片
と
打
製
石
斧
が

詰
っ
て
い
た
。
点
数
は
数
え
て
い
な
い
。
こ
の
な
か
に
は
「
昭
和
三
年
一
二
月
二
八

日
神
奈
川
県
都
築
郡
山
内
村
石
川
□
平
川
□
畑
の
側
に
て
土
器
大
半
」
と
注
記
の
あ

る
紙
の
貼
ら
れ
た
土
器
片
や
、「
北
多
摩
郡
神
代
村
入
間
」
の
ラ
ベ
ル
の
貼
ら
れ
た

チ
ャ
ー
ト
製
石
器
片
、「
昭
和
三
年
一
一
月
一
四
日
南
多
摩
郡
多
摩
村
（
？
）
連
光
寺
」

と
書
か
れ
た
ラ
ベ
ル
の
貼
ら
れ
た
打
製
石
斧
一
点
等
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
剥
が
れ
落

ち
て
上
部
が
欠
損
し
て
い
る
が
、「（
神
奈
）
川
県
都
築
郡
（
□
）
大
字
石
川
小
字
保

木
□
二
八
．
一
二
．
二
八
□
。
二
九
．
三
．
二
四
．」と
書
か
れ
て
い
る
紙
片
も
入
っ

て
い
た
。
こ
の
ほ
か
、
こ
の
箱
の
大
半
の
遺
物
は
、
柳
田
為
正
が
こ
れ
ら
の
地
域
で

採
集
し
た
遺
物
が
混
在
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

（
五
）
Ｅ
の
箱

　

三
一
×
二
三
．五
×
一
六
．五
㎝
の
木
の
箱
の
中
に
、
一
三
．八
×
二
一
．三
×
三
．

一
㎝
の
苺
箱
二
つ
で
蓋
を
す
る
よ
う
に
遺
物
が
入
れ
て
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
の
一
つ

に
は
、「
志
村
小
豆
沢
貝
塚
」
と
記
入
の
あ
る
剥
が
れ
落
ち
た
ラ
ベ
ル
と
と
も
に
、

獣
骨
片
一
七
片
、
貝
二
点
が
入
っ
て
い
た
。
も
う
一
つ
に
は
土
器
片
、
石
器
片
等
お

よ
そ
四
〇
点
ほ
ど
が
入
っ
て
お
り
、
内
一
点
に
は
「
昭
和
二
（
三
か
）
年
一
月
千
歳

村
下
祖
師
谷
」
の
ラ
ベ
ル
が
貼
っ
て
あ
っ
た
。

　

下
の
ほ
う
に
は
、
柳
田
國
男
の
字
と
思
わ
れ
る
、
筆
で
書
か
れ
た
注
記
（
図
3
）

の
あ
る
和
紙
に
包
ま
れ
た
石
器
三
点
と
小
石
一
点
が
あ
っ
た
（
写
真
14
）。
そ
の
他

多
数
の
土
器
片
や
石
皿
片
一
点
等
が
有
り
、
内
二
点
の
み
注
記
が
残
っ
て
お
り
、

「
昭
和
□
年
十
一
月
武
蔵
砧
村
喜
多
見
桑
畑
に
て
採
集
」、
も
う
一
点
は
、「
四
、一
月

二
十
二
日
代
々
木
練
兵
場
」
と
書
い
て
あ
っ
た
。
他
に
注
記
は
な
く
出
土
地
不
明
だ

が
、
こ
の
近
辺
で
は
見
か
け
な
い
土
器
片
が
一
片
あ
っ
た
。
大
部
分
は
柳
田
為
正
採

集
の
遺
物
で
あ
り
、
和
紙
で
包
ま
れ
た
遺
物
と
、
東
京
周
辺
で
は
見
か
け
な
い
土
器

片
一
片
の
み
、
柳
田
國
男
関
連
の
遺
物
と
思
わ
れ
る
。
獣
骨
片
は
昭
和
四
年
一
月

二
七
日
に
為
正
が
小
豆
沢
貝
塚
で
採
集
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

（
六
）
不
明
・
そ
の
他

　

筆
者
の
不
注
意
で
ど
の
箱
に
入
っ
て
い
た
の
か
分
か
ら
な
く
な
っ
た
上
、
バ
ラ
バ

ラ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
墨
書
の
あ
る
紙
片
が
あ
る
（
図
4
）。
こ
れ
は
虫
食
い
と
カ

ビ
で
ボ
ロ
ボ
ロ
だ
っ
た
が
、
折
り
た
た
ま
れ
て
い
た
の
で
開
け
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ

図 3　柳田國男の字と思われる筆で
 書かれた注記

国立歴史民俗博物館研究報告
第 202集　2017年 3月
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［柳田國男旧蔵考古遺物入手のいきさつと関連資料について］……簑原泰彦

番号 出土地 元箱 遺物 点数 備考

1 福島 E 柳田國男自筆注記の和紙に包まれた剥片 1，小型
ポイント？ 2，小石 1 4 写真 14，図 3

2 ソロイヨフカ 
樺太 A 磨製石斧完形品 6点 6 ラベルに注記があり地名・人名は樺

太紀行にでてくる。写真 10・17・18

3 下川路 A 断片になってしまった和紙（墨書注記あり） （1） 台紙に貼り合わせる

下川路 A 下川路のラベルの貼られた打製石斧 2点 2 写真 11 の左の 2点，写真 19

不明 A ラベルの字が欠損しているが多少読める打製石斧 1

不明 不明 磨製石斧 2点，ペンダント？ 1点 3 1989 年 9 月 18 日にいただく。写真
15・16

不明 A
名刺箱に入った 14 点（化石 3点，小石 2点，ナ
イフ形石器？ポイント，石鏃等完形品や欠損品を
含めて 9点

14 写真 4・5

4 不明 A 明治 39 年 9 月 24 日の東京日日新聞に包まれたポ
イント 4点 4 写真 6・7

不明 A 明治 42 年の御霊文学座の番付？に包まれた磨製
石斧 1点 1 写真 8

不明 A 磨製石斧（ラベルの字は消えている）1点 1 写真 9

不明 A 古新聞（明治の頃か）に包まれた土器片 1点 1 写真 9

5 不明 A
土器片 11 点，石 1点（ラベルの剥がれたあとが
ある），石器 4点，化石？ 1点，石鏃 3点，剥片 1点，
文字は読めないが剥がれ落ちたラベル片

20（1）
上記 2のソロイヨフカものも混在し
ているか？ 
為正の採集品も混在か？写真 13

6 不明 前山と墨で注記のある磨製石斧 1点 1

A以外の箱に柳田國男の遺物が混入
しているようなので，各箱から筆者
の判断で選び出した。関係のないか
もしれないし，まだあるかもしれな
い。図 1・2

不明 B 石匙 1点 1

不明 C 布目瓦　ヘラ描き？がある　1点 1

上田 上田国分寺と注記のある布目瓦小片 1点 1

不明 線刻画？が表裏にある弥生土器片 1点 1

新宿？ 完形カワラケ 1点 1

不明 白い曲玉 1点 1

不明 土器片 1点 1

不明 土器片 1点 1

合計 66（2）

谷田部達郎旧蔵標本箱 3 標本箱にT.YATABE

表 1　柳田國男旧蔵品と思われる遺物一覧
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以
上
、
柳
田
為
正
が
少
年
時
代
に
表
面
採
集
し
た
遺
物
に
混
在
す
る
か
た
ち
で
、

柳
田
國
男
の
遺
物
が
残
っ
て
い
た
状
況
に
つ
い
て
記
述
し
た
。
出
土
地
が
不
明
で
あ

り
、
正
確
に
柳
田
國
男
の
旧
蔵
品
で
あ
る
と
は
断
定
で
き
な
い
遺
物
も
あ
る
点
に
は

注
意
が
必
要
で
あ
る
。 

　

詳
細
は
省
略
す
る
が
、
写
真
10
、
写
真
17
、
写
真
18
な
ど
は
貼
ら
れ
て
い
る
ラ
ベ

ル
か
ら
サ
ハ
リ
ン
の
遺
物
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
り
、
柳
田
國
男
の
樺
太
紀
行
に
出

て
く
る
人
名
や
地
名
と
関
連
し
て
い
る
。

　

写
真
14
、
図
3
の
福
島
県
伊
達
郡
の
遺
物
は
、
和
紙
に
書
か
れ
た
明
治
三
八
年
の

字
が
読
み
取
れ
、
ま
た
こ
の
年
に
柳
田
國
男
も
東
北
旅
行
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

遺
物
と
関
連
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

バ
ラ
バ
ラ
し
て
し
ま
っ
た
和
紙
に
残
る
注
記
は
、
ラ
ベ
ル
に
残
る
注
記
と
同
じ
地

名
が
出
て
く
る
が
、「
石
鏃
」
と
あ
る
た
め
、
写
真
20
の
石
鏃
が
関
係
し
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。
そ
の
他
、
調
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
多
く
興
味
深
い
が
、
筆
者

の
手
に
は
お
え
な
い
。

❷
柳
田
為
正
少
年
時
代
の
表
面
採
集
活
動

　

柳
田
為
正
の
考
古
遺
物
の
表
面
採
集
は
、
主
に
成
城
に
越
し
て
き
た
昭
和
二
年
頃

か
ら
始
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
頃
少
年
達
の
間
で
は
流
行
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、

為
正
の
話
に
よ
れ
ば
、
表
面
採
集
に
熱
中
し
て
い
る
者
を
、
仲
間
内
で
「
ド
キ
チ
」

と
言
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
）
1
（

。
主
な
採
集
地
は
日
記
や
注
記
等
か
ら
分
か
る
た
め
、

そ
れ
を
表
に
ま
と
め
た
。

　

日
記
に
名
前
が
出
て
く
る
中
村
は
、
中
村
哲
（
一
九
一
二
―
二
〇
〇
三
）
で
、
為

正
の
先
輩
に
あ
た
り
、
先
に
考
古
遺
物
に
親
し
む
よ
う
に
な
り
、
為
正
に
影
響
を
与

え
た
人
物
で
あ
る
。
中
村
哲
の
採
集
品
は
、
保
管
し
て
あ
っ
た
渋
谷
区
松
濤
の
家

が
戦
争
中
に
戦
災
に
あ
い
焼
失
し
た
よ
う
で
あ
る
。
中
村
哲
は
当
時
柳
田
國
男
に
も

図 4　墨書のある紙片

バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
復
元
を
試
み
た
が
不
可
能
で
あ
っ
た
た
め
、
文
字

の
な
い
部
分
は
捨
て
、
残
り
を
台
紙
に
貼
り
付
け
た
。
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
る
の
か

は
不
明
で
あ
る
。
中
に
は
何
も
入
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
。
Ａ
の

箱
に
下
川
路
の
遺
物
が
有
る
の
で
関
係
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
れ
ら
と
は
別
に
、
一
九
八
九
年
九
月
一
八
日
に
柳
田
為
正
か
ら
石
器
を
三
点
譲

り
受
け
た
。
こ
れ
は
為
正
が
図
書
を
整
理
し
て
い
た
際
に
出
て
き
た
遺
物
で
、
注
記

は
な
く
出
土
地
不
明
で
あ
る
が
、
柳
田
國
男
が
採
集
し
た
か
、
譲
り
受
け
た
物
の
よ

う
で
あ
る
（
写
真
15
、
写
真
16
）。

国立歴史民俗博物館研究報告
第 202集　2017年 3月
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［柳田國男旧蔵考古遺物入手のいきさつと関連資料について］……簑原泰彦

年月日 採集地 備考 元の箱

昭和 2年 11 月 武蔵砧村喜多見桑畑 注記 E

昭和 3年 1月 千歳村下祖師谷 注記 E

昭和 3年 4月 2日 砧村喜多見高台登戸に面する（剥がれ落ちたラベル） 
（※現在の成城 3丁目下神明遺跡か） 注記 C2

昭和 3年 11 月 14 日 南多摩村連光寺 注記 D

昭和 3年 12 月 28 日 神奈川県都築郡山村村古川平川 注記 D

昭和 4年 1月 1日
中村哲氏と御料林内で塚を見る 
（柳田國男から正月早々そういうところにいくものではないとしかられた
との事）

日記（談）

昭和 4年 1月 22 日 代々木練兵場 注記 E

昭和 4年 1月 27 日 小原一夫氏山口君と小豆沢貝塚へ発掘に行く 
（このときのものと思われる遺物が残っている） 日記 E

昭和 4年 3月 10 日 中村氏と登戸へ採集に行く 日記

昭和 4年 5月 12 日 中村と早稲田第一高等学院の『亀ヶ岡出土陳列会』に行く 日記

昭和 6年 10 月 25 日 成城高校地歴研究会発掘行で折本貝塚へ発掘に行く 日記

不明 千歳村向台（現在の成城 9丁目西台遺跡か） 注記 C1

不明 神代村入間（現在の調布市城山遺跡か） 注記 B D

表 2　柳田為正の表面採集活動

会
っ
て
お
り
、『
柳
田
國
男
の
思
想
』〔
一
九
六
七
年
、
法
政
大
学
出
版
局
〕
と
い
う
本

も
出
版
し
て
い
る
。

　

昭
和
六
年
一
〇
月
二
五
日
の
成
城
高
校
地
歴
研
究
会
発
掘
行
の
日
記
に
出
て
く

る
「
今
井
」
と
「
角
田
」
は
、
確
認
は
し
て
い
な
い
が
、
今
井
富
士
雄
と
角
田
文
衛

（
一
九
一
三
―
二
〇
〇
八
）
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

昭
和
初
期
に
「
発
掘
」
が
流
行
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
当
時
都
市
化
が
郊
外

へ
と
発
展
し
て
い
く
に
伴
う
開
発
が
関
係
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
為
正
ら
の

熱
心
さ
や
採
集
品
を
柳
田
國
男
が
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
の
か
は
興
味
深
い
が
、
現

在
と
な
っ
て
は
不
明
で
あ
る
。

　

な
お
、為
正
の
日
記
の
昭
和
四
年
一
月
一
日
の
項
に
あ
る「
御
料
林
の
瓢
箪
塚
」は
、

後
に
前
方
後
方
墳
と
さ
れ
た
砧
中
学
校
七
号
墳
で
あ
る
。（
そ
の
後
二
〇
一
〇
年
三

月
一
九
日
発
行
の
『
砧
中
学
校
遺
跡
Ⅱ
』
三
四
頁
、
註
一
一
の
な
か
で
前
方
後
円
墳

に
訂
正
さ
れ
た
）

❸
柳
田
國
男
の
蔵
書
三
冊
に
つ
い
て

　

柳
田
為
正
か
ら
は
、
考
古
遺
物
の
他
に
折
に
ふ
れ
て
次
の
よ
う
な
関
連
資
料
を
い

た
だ
い
た
。
柳
田
國
男
旧
蔵
と
思
わ
れ
る
本
三
冊
（
清
野
謙
次
著
『
日
本
原
人
の
研

究
』、
中
谷
治
宇
二
郎
著
『
日
本
石
器
時
代
提
要
』、
東
京
帝
国
大
学
編
『
日
本
石
器

時
代
地
名
表
第
五
版
』）。
こ
れ
ら
は
為
正
が
少
年
時
代
に
は
考
古
学
に
興
味
を
持
っ

て
い
た
た
め
、
柳
田
國
男
の
蔵
書
か
ら
為
正
の
蔵
書
に
加
え
ら
れ
て
い
た
も
の
の
よ

う
で
あ
る
。
他
に
少
年
時
代
の
土
器
片
採
集
に
関
す
る
日
記
の
コ
ピ
ー
数
日
分
、
地

域
研
究
の
コ
ピ
ー
三
枚
を
い
た
だ
い
た
。
本
三
冊
は
成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
に
寄

贈
済
み
で
あ
る
。

『
日
本
石
器
時
代
地
名
表
（
第
五
版
）』
東
京
帝
国
大
学　

昭
和
三
年　

岡
書
院

　

一
九
八
九
年
四
月
一
七
日
に
為
正
か
ら
い
た
だ
い
た
。
表
紙
の
革
が
傷
ん
で
き
て

い
る
。
扉
で
は
『
日
本
石
器
時
代
遺
物
発
見
地
名
表
』
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
「
第
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研
究
』
は
明
ら
か
に
柳
田
國
男
旧
蔵
本
で
あ
る
。
他
の
二
書
が
そ
う
で
あ
る
と
い
う

証
拠
は
な
い
が
、
為
正
の
話
な
ど
か
ら
そ
の
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
日
本
石
器
時
代
地
名
表
（
第
五
版
）』
や
『
日
本
石
器
時
代
提
要
』
に
出
て
く
る

坂
口
保
治
は
当
時
岡
書
院
の
人
物
で
、
後
に
独
立
し
て
梓
書
房
を
創
り
、『
山
』
と

い
う
雑
誌
を
発
行
し
た
。
今
井
富
士
雄
と
と
も
に
為
正
の
日
記
に
出
て
く
る
。
こ
れ

ら
の
本
が
出
版
さ
れ
た
頃
の
様
々
な
状
況
は
興
味
深
い
が
、
省
略
せ
ざ
る
を
え
な

か
っ
た
。

　

な
お
、
柳
田
國
男
の
蔵
書
は
、
成
城
大
学
に
あ
る
分
が
著
名
だ
が
、
方
言
関
係
は

慶
應
義
塾
大
学
言
語
文
化
研
究
所
に
〔
西
村
亨
編
『
柳
田
國
男
方
言
文
庫
目
録
』〕、
農

政
関
係
〔「
柳
田
國
男
寄
贈
帝
国
農
会
所
蔵
図
書
の
現
在
」
藤
井
隆
至　

昭
和
五
九
年
『
日

本
歴
史
』
二
月
号
四
二
九
号
〕
に
、そ
の
他
、炭
焼
き
日
記
（
昭
和
二
〇
年
七
月
二
六
日
）

の
項
に
、『
考
古
学
雑
誌
』一
揃
他
を
日
比
谷
図
書
館
に
渡
し
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
。

　

飯
田
に
田
屋
が
移
築
さ
れ
た
時
に
飯
田
市
に
寄
贈
さ
れ
た
本
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
こ
と
、
沖
縄
の
ど
こ
か
の
島
に
寄
贈
さ
れ
た
柳
田
為
正
の
蔵
書
に
、
ま
だ
柳
田
國

男
の
旧
蔵
書
が
ま
だ
紛
れ
込
ん
で
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
は
未

確
認
で
あ
る
。

❹
柳
田
國
男
と
考
古
学

　

柳
田
國
男
と
考
古
学
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
今
後
検
討
し
た
い
と
考
え
て
集
め
た

資
料
が
あ
り
、
そ
れ
を
紹
介
し
た
い
。

（
一
）
矢
田
部
良
吉
に
つ
い
て

　

矢
田
部
良
吉
は
官
費
で
明
治
三
年
に
ア
メ
リ
カ
の
コ
ー
ネ
ル
大
学
へ
留
学
し
、
明

治
九
年
に
植
物
学
を
修
め
て
帰
国
し
た
。
明
治
一
〇
年
に
東
京
帝
国
大
学
発
足
時
に

理
学
部
の
初
代
の
植
物
学
教
授
と
な
っ
た
人
物
で
、柳
田
國
男
の
妻
の
姉
の
伴
侶
で
、

柳
田
國
男
の
義
兄
に
あ
た
る
。
東
京
帝
国
大
学
初
代
の
動
物
学
の
教
授
に
は
モ
ー
ス

が
な
っ
た
関
係
で
、
矢
田
部
は
モ
ー
ス
の
通
訳
を
し
た
り
、
翻
訳
を
し
た
り
し
て
い

五
版
出
版
ニ
際
シ
テ
」
と
題
し
て
松
村
瞭
が
昭
和
三
年
一
〇
月
の
日
付
で
本
書
の
成

り
立
ち
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、「
岡
書
院
主
岡
茂
雄
氏
ノ
盡
力
ト
同

書
院
ノ
坂
口
保
治
氏
ガ
編
集
ノ
一
部
ヲ
補
助
サ
レ
タ
厚
意
ト
ハ
是
シ
亦
深
謝
ス
ル
所

デ
ア
ル
。」
と
述
べ
て
い
る
。
奥
付
に
記
さ
れ
て
い
る
初
版
か
ら
五
版
ま
で
の
発
行

年
に
よ
る
と
、
初
版
は
明
治
三
〇
年
で
あ
る
。
こ
の
年
に
柳
田
國
男
は
二
三
歳
で
あ

り
、
第
一
高
等
学
校
を
七
月
八
日
に
卒
業
し
、
九
月
に
東
京
帝
京
大
学
法
科
大
学
政

治
科
に
入
学
し
て
い
る
。

『
日
本
原
人
の
研
究
』清
野
謙
次
著
、
大
正
一
四
（
一
九
二
五
）
年
、
岡
書
院
発
行

　

一
九
九
三
年
二
月
一
日
に
為
正
に
い
た
だ
く
。
見
返
し
の
贈
呈
の
文
字
が
記
さ

れ
、
そ
の
下
に
二
〇
㎜
角
ほ
ど
の
岡
書
院
の
赤
い
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
本
書
に
は

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
一
〇
×
五
五
㎜
ほ
ど
の
青
や
緑
や
白
や
朱
の
色
の
付
箋
が
挟
ま
れ

た
り
、
三
六
ペ
ー
ジ
、
二
四
四
ペ
ー
ジ
、
三
四
七
ペ
ー
ジ
は
角
が
折
ら
れ
た
り
し
て

い
る
。
そ
れ
ら
の
ペ
ー
ジ
に
は
四
〜
五
×
二
〜
三
㎜
ほ
ど
に
ち
ぎ
ら
れ
た
青
っ
ぽ
い

紙
片
が
貼
り
付
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
為
正
に
よ
る
と
、
紙
を
ち
ぎ
っ
て
、
つ
ば
で

貼
り
付
け
た
も
の
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

本
文
中
二
一
五
〜
二
六
一
ペ
ー
ジ
に
か
け
て
、
樺
太
調
査
の
記
述
が
あ
る
。

三
六
四
ペ
ー
ジ
に
赤
字
で
「
大
正
一
四
年
六
月
一
六
日
了
柳
田
国
男
」
と
書
き
込
み

が
あ
る
。

『
日
本
石
器
時
代
提
要
』　

中
谷
治
宇
二
郎　

昭
和
四
年　

岡
書
院

　

一
九
九
三
年
二
月
一
日
に
為
正
か
ら
い
た
だ
い
た
。
自
序
中
に
「
本
書
の
刊
行
に

つ
い
て
坂
口
保
治
君
に
は
校
正
を
擔
当
せ
ら
れ
、
今
井
富
士
雄
君
に
は
索
引
を
つ
く

ら
れ
た
。」
と
あ
る
。
奥
付
に
中
谷
と
岡
の
二
人
の
検
印
が
貼
っ
て
あ
る
の
が
興
味

深
い
。

　

以
上
い
ず
れ
も
岡
書
院
発
行
の
三
冊
は
、
為
正
が
考
古
学
に
興
味
を
持
っ
て
い
た

の
で
、
父
國
男
の
蔵
書
か
ら
為
正
の
蔵
書
に
移
っ
た
も
の
ら
し
い
。『
日
本
原
人
の
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る
。
著
名
な
モ
ー
ス
の
『Shell M

ounds of O
m
ori

』
の
日
本
語
版
『
大
森
介
墟

古
物
編
』
は
矢
田
部
良
吉
の
訳
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
何
か
柳
田
國
男
と

考
古
学
と
の
接
点
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

矢
田
部
は
後
に
東
大
を
失
職
し
、
明
治
三
二
年
に
亡
く
な
っ
た
。
こ
の
頃
柳
田
に

養
嗣
子
の
話
が
あ
り
、
仮
に
矢
田
部
の
新
体
詩
の
方
と
の
繋
が
り
が
あ
っ
た
と
し
て

も
、
考
古
学
の
面
で
の
繋
が
り
は
付
け
に
く
そ
う
で
あ
る
。

　

今
回
提
供
し
た
遺
物
を
入
れ
た
標
本
箱
の
一
つ
に
、
ロ
ー
マ
字
でT

. Y
A
T
A
BE

と
書
か
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
柳
田
が
矢
田
部
良
吉
に
か
わ
っ
て
「
本
当

の
子
供
の
よ
う
に
思
っ
て
」〔
矢
田
部
勁
吉
「
叔
父
の
事
な
ど
」
定
本
月
報
三
〕
可
愛
が
っ

た
、
矢
田
部
達
郎
の
事
で
あ
る
。
矢
田
部
良
吉
が
息
子
に
買
い
与
え
た
も
の
が
、
為

正
に
回
っ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。

（
二
）
柳
田
國
男
と
考
古
学
に
つ
い
て
の
メ
モ

　

柳
田
國
男
と
考
古
学
に
つ
い
て
の
研
究
で
は
、
谷
川
章
雄
一
九
九
〇
「
江
戸
の
考

古
の
方
法
を
め
ぐ
っ
て
」〔
新
宿
歴
史
博
物
館
『
江
戸
の
く
ら
し
―
近
世
考
古
学
の
世
界

―
』〕
と
、
谷
川
章
雄
一
九
九
一
「
地
下
に
埋
も
れ
た
民
俗
資
料
」〔
月
刊
文
化
財
平

成
三
年
一
一
月
号
〕
が
比
較
的
詳
し
い
。
都
出
比
呂
志
一
九
八
六
「
日
本
考
古
学
と

社
会
」〔『
岩
波
講
座
日
本
考
古
学
七
』〕
も
触
れ
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
的
な
断
片
で
あ
る
が
、
以
下
に
列
記
す
る
。

①
昭
和
二
〇
年
七
月
二
六
日
に
考
古
学
雑
誌
一
揃
を
日
比
谷
図
書
館
に
寄
贈
し
た

よ
う
で
あ
る
。〔
炭
焼
き
日
記
同
日
の
項
、
文
庫
版
全
集
三
二
巻
四
二
〇
頁
〕

②
高
橋
健
自
『
考
古
学
』
の
紹
介
文
。〔
新
し
い
全
集
二
四
巻
三
〇
二
頁
〕

③
谷
川
健
一
『
常
民
へ
の
照
射
』
一
〇
頁
か
ら
。

　
「
ま
た
考
古
学
者
の
小
林
行
雄
は
、
彼
の
著
書
『
日
本
考
古
学
概
説
』
を
柳
田

に
呈
上
し
た
と
き
、
柳
田
か
ら
日
本
の
考
古
学
も
少
し
は
進
歩
し
た
ね
と
ほ
め

ら
れ
た
と
、
気
む
づ
し
い
顔
を
綻
ば
せ
て
私
に
告
げ
た
。
日
頃
柳
田
は
考
古
学

に
対
し
て
蔑
視
を
か
く
さ
ず
、
日
本
中
の
土
地
を
一
尺
ず
つ
片
っ
ぱ
し
か
ら

掘
っ
て
ご
ら
ん
と
言
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。」

④
石
田
英
一
郎　

一
九
六
三
「
偉
大
な
る
未
完
成
―
柳
田
國
男
に
お
け
る
国
学
と

人
類
学
―
」〔
石
田
英
一
郎
全
集
三
所
収
、
柳
田
國
男
伝
一
〇
八
六
頁
〕。

　
「
柳
田
先
生
が
い
か
に
考
古
学
の
限
界
を
突
い
て
も
、
先
生
の
民
俗
学
の
方
法

は
、
年
代
の
順
位
規
定
に
あ
っ
て
は
考
古
学
以
上
に
証
明
を
欠
く
の
で
あ
る
。」

⑤
斉
藤
忠　

一
九
九
二
『
月
刊
文
化
財
』〔
一
九
九
二
年
九
月
号
一
七
四
頁
〕

　

斉
藤
忠
が
少
年
の
頃
民
俗
学
か
考
古
学
か
で
ま
よ
い
、
柳
田
國
男
を
訪
ね
相
談

し
た
と
き
柳
田
か
ら
、「
飯
を
食
え
る
学
問
を
や
れ
」
と
言
わ
れ
た
。

⑥
吉
村
日
出
東　

一
九
九
九
『
日
本
歴
史
』〔
一
九
九
九
年
一
月
号
第
六
〇
八
号

九
三
―
一
〇
八
頁
〕

　
「
東
京
帝
国
大
学
考
古
学
講
座
の
開
設
」
と
い
う
論
文
を
書
い
て
い
る
。
柳
田

國
男
の
名
前
は
出
て
こ
な
い
が
、
何
か
関
わ
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

⑦
岡
谷
公
二　

一
九
八
二
「
詩
人
柳
田
國
男
の
意
味
」〔『
国
文
学
』
二
七
巻
一
号
、

昭
和
五
七
年
一
月
号
〕

　
「
柳
田
國
男
の
民
俗
学
は
、
一
面
に
お
い
て
見
え
ざ
る
も
の
の
探
求
と
い
う
こ

と
が
で
き
よ
う
」

　
「
目
に
見
え
る
有
形
の
も
の
に
対
す
る
柳
田
國
男
の
無
関
心
の
理
由
の
な
い
軽

侮
の
例
は
、
い
く
つ
も
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。」

　
「
柳
田
國
男
の
有
名
な
考
古
学
批
判
も
、同
じ
意
味
を
持
っ
て
い
る
。『
…
土
器
、

鉄
器
の
か
け
ら
、
古
い
骸
骨
の
示
す
こ
と
な
ら
信
ず
る
。
生
き
た
人
間
の
信
じ

行
ひ
記
憶
し
て
居
る
こ
と
は
省
み
ぬ
』〔
郷
土
生
活
の
研
究
法
〕
を
書
く
と
き
、

彼
は
有
形
の
、
目
に
見
え
る
物
だ
け
を
対
象
と
す
る
こ
の
学
問
を
、
或
い
は
同

時
代
の
こ
の
学
問
の
傾
向
を
、
は
っ
き
り
軽
蔑
し
て
い
た
。」

⑧
神
崎
宣
武　

二
〇
〇
一
「
柳
田
國
男
と
モ
ノ
」〔
柳
田
國
男
全
集
第
二
七
巻
月
報

二
五
〕

　
「
陶
器
の
白
々
と
し
た
光
が
我
々
の
台
所
風
景
を
明
る
く
し
た
こ
と
は
、
別
に
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田
耕
作
と
の
つ
な
が
り
が
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
市
河
三
喜
『
昆
虫
・

言
葉
・
国
民
性
』（
昭
和
一
四
年
）
は
濱
田
の
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
が

〔
三
二
四
―
三
二
七
頁
〕、
柳
田
國
男
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。

❻
お
わ
り
に

　

柳
田
國
男
と
考
古
学
に
つ
い
て
は
、
私
の
調
べ
で
は
見
落
し
も
多
い
と
思
う
が
、

ま
だ
ま
と
ま
っ
た
研
究
は
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
せ
い
か
、
断
片
的

な
発
言
で
は
、
柳
田
國
男
の
考
古
学
観
あ
る
い
は
物
の
見
方
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て

い
る
か
に
つ
い
て
矛
盾
点
も
み
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
今
回
寄
贈
し
た
遺
物
が
そ
の

研
究
の
役
に
立
て
ば
幸
い
だ
が
、
こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
、
為
正
の
採
集
品
と
混

乱
し
て
い
る
恐
れ
も
あ
り
、
資
料
批
判
的
作
業
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
「
考
古
」
少
年
と
し
て
東
京
周
辺
で
採
集
し
て
い
た
柳
田
為
正
は
、
父
で
あ
る
柳

田
國
男
か
ら
否
定
的
に
は
言
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
、
む
し
ろ
「
こ
ん
な
の
を

専
門
に
や
る
の
も
い
い
な
」
と
言
わ
れ
て
い
た
と
聞
い
て
い
る
。
な
ぜ
考
古
学
へ
の

道
へ
進
ま
な
か
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
為
正
か
ら
聞
き
そ
び
れ
た
が
、『
国
立
歴
史

民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
五
一
集
四
〇
五
ペ
ー
ジ
〔
記
録
・
柳
田
為
正
「
せ
が
れ
の

み
た
柳
田
國
男
」『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』第
五
一
集
三
九
九
―
四
一
六
頁
〕や
、

中
村
哲
『
新
版
柳
田
國
男
の
思
想
』〔
法
政
大
学
出
版
局
二
九
七
頁
〕
な
ど
が
参
考
と

な
る
。

　

C2
と
し
た
箱
に
入
っ
て
い
た
完
形
の
カ
ワ
ラ
ケ
質
土
器
は
、
誰
が
採
集
し
た
か
は

不
明
だ
が
、
お
そ
ら
く
為
正
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
も
し
そ
う
だ
と
す
る
と
、
為
正

は
成
城
に
越
し
て
き
て
中
村
哲
に
誘
わ
れ
る
以
前
に
、
自
分
一
人
で
採
集
し
て
い
た

の
か
も
し
れ
な
い
。柳
田
國
男
の
自
宅
で
採
集
し
た
も
の
で
な
く
て
も
、発
端
と
な
っ

た
筆
者
の
疑
問
の
答
え
は
、
成
城
の
柳
田
國
男
の
自
宅
で
は
な
く
、
そ
れ
以
前
の
加

賀
町
の
庭
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

柳
田
國
男
が
青
年
の
頃
、
海
岸
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
椰
子
の
実
を
見
て
、
晩
年
の

『
海
上
の
道
』
が
出
版
さ
れ
る
ひ
と
つ
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
よ
う
に
は
、
こ
れ
ら

説
い
て
も
よ
い
興
味
あ
る
一
つ
の
事
件
で
あ
っ
た
」〔
柳
田
國
男
『
明
治
大
正
史

世
相
篇
』
ち
く
ま
文
庫
柳
田
國
男
全
集
二
六
巻
所
収
〕
を
引
用
し
て
、「
柳
田
は
モ

ノ
に
無
関
心
で
は
な
か
っ
た
の
だ
。
多
く
は
と
り
あ
げ
な
か
っ
た
が
、
そ
こ
に

も
充
分
な
目
く
ば
り
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。」

⑨
今
井
富
士
雄　

一
九
八
四『
神
奈
川
県
伊
勢
原
市
大
入
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』

〔
玉
川
文
化
財
研
究
所
六
三
頁
〕。

　
「
柳
田
國
男
先
生
が
考
古
学
の
悪
口
を
言
う
か
ら
と
先
生
の
本
は
読
ま
な
い
こ

と
に
し
て
い
た
の
は
ど
う
も
本
当
ら
し
い
（
山
内
清
男
の
事
、
筆
者
註
）。
柳

田
國
男
先
生
が
考
古
学
を
民
俗
学
の
引
き
合
い
に
だ
し
て
よ
う
痛
烈
に
批
判
す

る
が
、
な
か
な
か
も
っ
と
も
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
少
し
長
い
が
為
に
な
る
の
で

引
い
て
お
く
。「
性
欲
学
の
大
家
と
し
て
の
み
日
本
に
は
知
ら
れ
て
い
る
、
ハ

ブ
ロ
ッ
ク
・
エ
リ
ス
は
、
曽
て
其
の
随
筆
中
に
こ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。

遺
跡
遺
物
の
学
を
し
て
人
類
運
命
の
解
説
た
ら
し
め
ん
に
は
、
地
球
の
表
皮
を

深
さ
約
二
丈
か
ら
三
丈
、
全
体
に
引
き
め
く
っ
て
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
。
そ

れ
は
や
や
無
理
な
難
題
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
考
古
学
の
取
り
扱
っ
て
い
る

遺
物
な
る
も
の
が
、
縦
に
も
横
に
も
甚
だ
僅
か
な
る
一
標
本
、
所
謂
大
海
の
一

滴
、
九
牛
の
一
毛
で
あ
る
と
い
う
謙
遜
の
態
度
だ
け
は
必
要
と
思
ひ
ま
す
。
現

に
遺
物
と
い
う
名
こ
そ
与
へ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
人
類
学
の
取
扱
は
う
と
し

て
い
る
「
我
々
生
き
た
人
間
」
も
亦
一
種
の
遺
物
で
あ
る
」〔
著
作
集
二
五
―

四
八
七
〕。
エ
リ
ス
の
提
唱
に
は
驚
い
た
ら
し
く
、他
の
処
で
も
引
用
し
て
い
る
。

〔
著
作
集
二
四
―
四
五
六
、二
五
―
六
〇
〕。」

⑩
後
藤
総
一
郎
編　

一
九
八
八
『
柳
田
國
男
伝
』
の
別
冊
年
譜
に
よ
れ
ば
、
明
治

四
四
年
一
一
月
九
日
、
考
古
学
会
評
議
会
に
出
席
。
大
正
二
年
四
月
一
九
日
、

栃
木
県
足
利
へ
考
古
学
会
の
遠
足
会
。
等
の
記
事
が
あ
る
。

⑪
昭
和
三
七
年
の
米
寿
の
祝
賀
会
で
梅
原
末
治
が
祝
辞
を
述
べ
て
い
る
。
京
都
大

学
系
の
考
古
学
者
と
関
係
が
深
い
よ
う
に
み
え
る
が
、
こ
れ
は
京
都
大
学
が
日

本
で
最
初
に
考
古
学
教
室
を
開
い
た
こ
と
、
あ
る
い
は
市
河
三
喜
を
介
し
て
濱
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［柳田國男旧蔵考古遺物入手のいきさつと関連資料について］……簑原泰彦

（
1
）　

現
在
で
は
差
別
的
な
用
語
で
あ
る
が
昭
和
初
期
に
は
普
通
に
使
用
さ
れ
て
い
た
た
め
、
本
稿

で
も
当
時
の
の
ま
ま
の
表
現
と
し
た
。

（
2
）　

本
稿
は
、
簑
原
泰
彦
が
資
料
を
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
寄
贈
し
た
際
に
記
し
た
も
の
で
、

二
〇
〇
三
年
七
月
二
九
日
の
日
付
で
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研

究
報
告
に
掲
載
す
る
に
あ
た
り
、
工
藤
雄
一
郎
が
一
部
文
章
の
修
正
等
を
行
い
、
全
体
を
整

え
た
）。

（
3
）　

本
稿
に
掲
載
さ
れ
た
遺
物
の
写
真
お
よ
び
実
測
図
、
土
器
の
拓
本
は
簑
原
泰
彦
が
撮
影
・
作

成
し
た
も
の
で
あ
る
。

編
者
註

（
中
の
原
書
店
店
主
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
協
力
者
）

（
二
〇
一
五
年
七
月
一
七
日
受
付
、
二
〇
一
六
年
三
月
二
九
日
審
査
終
了
）

の
土
器
片
を
き
っ
か
け
と
し
た
著
書
は
生
ま
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、

柳
田
國
男
の
心
の
中
に
は
、
お
そ
ら
く
こ
れ
ら
の
遺
物
を
通
し
て
何
ら
か
の
思
い
が

秘
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
柳
田
國
男
は
考
古
学
に
対
し
て
冷
淡
だ
っ
た
と
言

わ
れ
る
の
は
、
民
俗
学
を
守
り
育
て
る
た
め
の
や
む
を
え
な
い
こ
と
だ
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
今
回
の
遺
物
が
、
そ
れ
ら
の
こ
と
を
、
よ
り
深
く
多
面
的
に
研
究
す
る

き
っ
か
け
の
一
つ
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

謝
辞

　

設
楽
博
己
先
生
に
は
柳
田
國
男
旧
蔵
考
古
遺
物
の
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
で
の
受

け
入
れ
、
研
究
途
上
の
為
正
氏
の
少
年
時
代
の
採
集
遺
物
の
受
け
入
れ
等
々
、
ま
た

私
事
に
わ
た
り
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
改
め
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。
遺
物
や
関
係

資
料
を
分
け
て
く
だ
さ
っ
た
故
柳
田
為
正
氏
、
日
頃
助
言
や
関
係
資
料
を
コ
ピ
ー
さ

せ
て
く
だ
さ
っ
た
故
平
井
尚
志
氏
に
改
め
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。
私
が
二
人
に
お
世

話
に
な
っ
た
の
は
晩
年
の
二
〇
年
ほ
ど
で
す
が
、
お
二
人
は
少
年
時
代
よ
り
考
古
学

に
興
味
を
持
っ
て
お
り
、
現
在
の
世
田
谷
区
成
城
一
丁
目
に
あ
っ
た
砧
中
学
校
七
号

墳
は
、
日
本
初
の
考
古
学
辞
典
と
言
わ
れ
る
平
井
尚
志
氏
他
二
人
編
集
の
本
の
口
絵

写
真
と
な
り
、
少
年
時
代
の
為
正
の
日
記
に
は
そ
の
墳
丘
の
ス
ケ
ッ
チ
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。

　

遺
物
提
供
時
に
は
、
入
手
の
い
き
さ
つ
を
書
い
て
お
く
よ
う
に
ご
教
示
く
だ
さ
っ

た
菊
池
誠
一
氏
（
現
：
昭
和
女
子
大
学
教
授
）
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、初
期
の
ま
と
ま
ら
な
い
文
を
整
理
し
て
く
だ
さ
っ
た
上
、

表
の
作
製
や
改
正
に
力
を
つ
く
し
て
く
だ
さ
っ
た
工
藤
雄
一
郎
先
生
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。

追
記

　

遺
物
提
出
時
に
添
え
た
本
稿
の
元
と
な
る
「
柳
田
國
男
旧
蔵
考
古
遺
物
入
手
の
い

き
さ
つ
に
つ
い
て
」
は
、国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
遺
物
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
き
、

遺
物
を
資
料
化
す
る
た
め
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
の
思
い
か
ら
で
し
た
。

そ
の
た
め
研
究
論
文
の
体
裁
で
は
な
く
や
や
雑
然
と
し
て
い
た
も
の
を
、
工
藤
雄
一

郎
先
生
の
ご
助
言
に
よ
り
整
え
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
）
2
（

。
書
い
た
当
時
は
パ
ソ
コ

ン
を
使
用
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
後
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
検
索
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
何
点
か
面
白
そ
う
な
論
文
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
し
か
し
目
的
は
達
成
さ
れ
た
あ
と
で
し
た
の
で
追
加
記
入

は
差
し
控
え
ま
し
た
。
本
来
は
公
開
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

の
で
、
削
除
さ
れ
た
部
分
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
一
ヶ
所
砧
中
学
校
七
号
墳
が
前
方

後
円
墳
に
訂
正
さ
れ
た
こ
と
を
付
け
加
え
ま
し
た
。
土
器
の
見
方
の
誤
り
に
つ
い
て

一
箇
所
訂
正
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
他
の
箇
所
に
お
い
て
も
あ
る
誤
り
は
そ
の

ま
ま
で
す
。
ご
了
解
く
だ
さ
い
。
文
責
は
筆
者
に
あ
り
ま
す
）
3
（

。



写真 1　柳田國男と為正の旧家
右が柳田國男の旧家で後に飯田市に移築された。その左の
建物が柳田為正の住まいだった所で，この柳田為正の住ま
いの床下より考古遺物が見つかった。

写真 2　床下収蔵庫から取り出された状況
 板碑も含まれている。

写真 3　遺物を見ている柳田為正
 赤い箱には柳田國男旧蔵の遺物が集中的に入っていた

写真4　Aの箱の中の名刺箱

写真 5　名刺箱の中にあった遺物 写真 6　新聞紙に包まれた石器



写真 7　新聞紙に包まれた石器 4点

写真 8　御霊文楽座の番付？に包まれた磨製石斧

写真 9　時期不明の古新聞に包まれた磨製石斧と土器片
 虫食いが酷く新聞紙を広げられない

写真 10　注記したラベルが貼られた石器

写真 11　注記したラベルが貼られた石器



写真 13　その他の石器や土器片

写真 14　和紙に包まれた石器

写真 12 　その他の石器や土器片



写真 20　石鏃

写真 17　サハリンの遺物と思われる石器
 ソロイヨフカ，吉川の字が読める

 写真 18　サハリンの遺物と
思われる石器

 田村の字が読める

写真 19　和紙の注記と同じ地名
のラベル

写真 16　為正から譲り受けた石器写真 15　為正から譲り受けた石器


